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と三拍子揃ったイラ コインはイラン人にも敬遠されがちで、台所のすみの空き瓶に溜まるか 財布を軽くしたい人々が町のそこここにある「慈善募金箱」 投げ込んでいくばかりである。　
イラン中央銀行のウェブサイト
によれば、目下イラン は記念硬貨を除くと五種類のコインが鋳造されている。イランの通貨単位「リヤール」というが、それぞれ
五〇リヤール、一〇〇リヤール、二五〇リヤール、五〇 リヤール、一〇 〇リヤールのコインである。このうち一〇〇、五〇 、一〇〇〇については同額の紙幣もある（二〇一三年 月末現在 一〇〇〇リヤー は八円ちょっとくらい） 。　
ところが現在のイランでは日常







とも多い。だから家具や家電など相場観のない高額商品を前にしたときは、ずらずらと景気よく並んだ値札の数字がいったい「リヤール」なのか「トマーン」なのか、確認せねば んでもな ことになる。もちろん 単位 どちらであっても、店員に値段を訊けば彼は「トマーン」単位で返答する。しかも「トマーン」すら省いていう場合も 、ややこしいことこのうえない。　
さてリヤール表示のコインの裏
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